
 

「リバーモア ハニト氏による人権講話」令和５年７月１１日 

７月１１日の６限 総合的な探究の時間に、八百津町在住のイスラエル人で元杉原千畝記

念館の職員であられる、リバーモア ハニト氏による人権講話が１年生全員を対象に行われ

ました。 

講話の中で、ナチスによるホロコーストの説明や、杉原千畝の“正しいと思ったことを、

行う勇気”の重要さについて語っていただきました。生徒は、初めて聞く内容にショックを

受けながらも、熱心に耳を傾けていました。 

   

   

   


